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■履修登録条件
「ソーシャルワーク演習Ⅰ」をすでに履修登録済みか、同時に履修登録をする方が履修登録できます。

・本科目は、当年度の「ソーシャルワーク実習Ⅰ」申込者を対象とします。
・本科目のスクーリングは、「実習指導Ⅰ-1」「実習指導Ⅰ-2」「実習指導Ⅰ-3」「実習指導Ⅰ-4」に分割さ

れており、すべてのスクーリングを同一年度内に受講しなければなりません。同一年度内に受講が
できなかった場合は、次年度以降「実習指導Ⅰ-1」から再受講となります（「実習Ⅰ」も要再申込）。

・「実習指導Ⅰ-1～3」は実習事前指導、「実習指導Ⅰ-4」は実習事後指導になります。
※実習事前指導スクーリングを欠席した場合、「ソーシャルワーク実習Ⅰ」は受講できません。また実

習事後指導を欠席した場合も単位修得できません。
※今後の実習受け入れ状況などにより、ここに記載の内容・日程を変更する場合があります。『実習の

手引き』や『With』でご案内します。

科目の概要

■科目の内容 �
ソーシャルワーク実習の意義について理解をするとともに、実際に実習を行なう実習分野（利用者

理解含む）と施設・事業者・機関・団体・地域社会等に関する基本的な理解をする。
社会福祉士として必要な具体的かつ実践的な専門技術等の習得を図る。

■到達目標 �
ソーシャルワーク実習の意義について理解をするとともに、専門技術や実際に実習を行なう実習分

野（利用者理解含む）と施設・事業者・機関・団体・地域社会等に関する基本的な知識を得て、実習
計画に反映することができる。

■学位授与の方針（ディプロマポリシー）との関連 �
とくに「専門的知識」「他者への関心と理解」「社会への関心と理解」「自他尊重的コミュニケーション

力」「他者配慮表現力」「ICT 活用力」「自己コントロール力」「クリティカルシンキング力」「アセスメント
力」「問題解決力」「社会貢献力」を身につけてほしい。

■科目評価基準 �
レポート評価40％ + スクーリング評価６０％

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 科目コード CP4254
単位数 履修方法 配当年次 担当教員

2 SR（演習） 3年以上 三浦 剛／元村 智明／石附 敬／高野 亜紀子／
清水 冬樹／芳賀 恭司／眞嶋 智彦／二渡 努 ほか
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■教科書・参考図書 �
【教科書】（「ソーシャルワーク実習指導Ⅱ」と共通）

日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 社会福祉士養成講座［専門科目］8 　ソーシャル
ワーク実習指導・ソーシャルワーク実習（社会専門）』中央法規出版、2021年

【参考図書】
１ ）日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新　社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養成講

座［共通科目］１２　ソーシャルワークの理論と方法（共通科目）』中央法規出版、２０２１年
２ ）日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新　社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養成講

座［共通科目］１１　ソーシャルワークの基盤と専門職（共通・社会専門）』中央法規出版、２０２１年

スクーリング

■スクーリング受講申込上の注意 �
・この科目は、スクーリングの受講が必須となります。
・ １ クラス20人以内の少人数で開講します。
・受講料は10,000円となります。
・受講許可証・納入依頼書は、各受講判定日（申込締切日）以降に発送します。
・スクーリング開講日・申込締切日は、『試験・スクーリング情報ブック』または『With』を参照

ください。
・申込方法は、『実習の手引き』『With』でご案内します。
・クラス分けは無作為に行いますので、教員の指定はできません。
・申込締切後の受講日・受講地の変更は受け付けしません。必ずしも第一希望での受講ができない

場合があります。ご了承ください。
・公共交通機関の延着を除き、遅刻・欠席は認められません。また、スクーリング終了時間前の退

席も認められません。

■スクーリング受講条件 �
受講判定日までに
①「ソーシャルワークの基盤と専門職」「ソーシャルワーク演習」「ソーシャルワークの基盤と専門職
（専門）」「ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ」の 4 科目分すべてのレポート提出

②「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ」課題 1 レポートの提出
③（「指導Ⅰ-1・2」スクーリング当日までに）『課題ノート』の提出
④実習選考試験の合格
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■講義内容 �

回数 テーマ 内容
1 ソーシャルワーク実習の意義を理解する。 ソーシャルワーク実習の位置づけやその意義、目標などを

学ぶ。

2 実習先で必要とされる価値規範、倫理に
ついて理解する。

社会福祉士の倫理綱領を用いて、価値と倫理に基づく専門
職の姿勢を学ぶ。

3 実習先領域について理解する。① 実習先領域の利用者や利用者が抱える生活課題、または領
域での課題について学ぶ。

4 実習先領域について理解する。② 実習先領域のソーシャルワーク専門職、そのほかの専門職
について調べ、まとめる。

5 実習を行う上で必要とされる学習方法、
評価について理解する。

実習記録やケース記録などの記録内容や記録方法について
学習する。またスーパービジョンの受け方などについても
学ぶ。

6 実習先における個人のプライバシー保護
と守秘義務について理解する。また契約
関係について理解する。

事例をつかって、個人のプライバシー保護や守秘義務につ
いて、話し合い、学ぶ。実習における契約関係について確
認する。

7 実習計画案の作成① 実習計画案の作成方法等について学び、実際に作成する。

8 実習計画案の作成② 作成した実習計画案を他の履修者や教員と共有し、指摘を
受け、修正する。

9 実習計画案の作成③ 修正した実習計画案を、事前訪問などの機会を利用して、
実習先指導者に提出して指摘を受け、修正する。

■スクーリング申込方法 �
『実習の手引き　様式集』より指定の様式で申し込んでください。申込締切日は7／31（必着）です。
※�開講地・開講日程は『試験・スクーリング情報ブック』を参照ください。
※�「実習指導Ⅰ-4」は、実習期間終了後の日程で申し込んでください。申込締切日時点で実習日程

が未定の場合は、決定後に調整します。

■スクーリング開講予定 �
※詳細は『試験・スクーリング情報ブック』を参照ください。
　「実習指導Ⅰ-1」➡ 会場：各地　開講時期： 8 月
　「実習指導Ⅰ-2」➡ 会場：各地　開講時期： 9 月
　「実習指導Ⅰ-3」➡ 会場：各地　開講時期：11月
　「実習指導Ⅰ-4」➡ 会場：各地　開講時期： 3 月

■スクーリング受講料 �
「実習指導Ⅰ」スクーリング受講料は10，000円です。「実習指導Ⅰ-1」スクーリング受講後に納入依

頼証を発送します。
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レポート学習

■在宅学習 8 のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 社会福祉士養成と

ソーシャルワークの
実習位置づけ

ソーシャルワーク実習の位置づけについて、
資格制度の見直しやその養成課程を理解す
る。

キーワード：資格制度、養成課程、教育カ
リキュラム

社会福祉士に求められる役割と新
たな教育カリキュラムについて理
解しましょう。また、ソーシャル
ワーク実習の基本的枠組み、実習
指導者や担当教員について、教育
内容等について理解しましょう。

2 ソーシャルワーク実
習教育内容、評価
ガイドラインについ
て

ソーシャルワーク実習教育内容・実習評価
ガイドライン、ソーシャルワーク実習指導ガ
イドラインについて理解する。

キーワード：ソーシャルワーク実習教育内
容・実習評価ガイドライン、ソーシャルワー
ク実習指導ガイドライン

ソーシャルワーク実習教育内容・
実習評価ガイドライン、ソーシャ
ルワーク実習指導ガイドラインに
ついて学習し、ソーシャルワーク
実習を具体的に理解イメージでき
るようになりましょう。

3 ・ソーシャルワー
カーとしての社会福
祉士、社会福祉士
の新たな役割と機
能、社会福祉士の
責務について。
・ソーシャルワーク
の枠組みについて。

ソーシャルワーカーとしての社会福祉士とは
どういう意味であるのかを役割や機能、ソー
シャルワークの枠組みを通して理解する。

キーワード：ジェネラリスト・ソーシャル
ワーカー、ソーシャルワーク機能、価値、
倫理、知識、技術、義務、ソーシャルワー
クの枠組み

ソーシャルワーカーとしての社会
福祉士とは、ソーシャルワーカー
と社会福祉士の関係を理解し、そ
のためにソーシャルワークの枠組
みを、キーワードを中心に確認し
ましょう。

4 実習の場と形態
法令上のソーシャ
ルワーク実習施設、
フィールド・ソー
シャルワークとレジ
デンシャル・ソー
シャルワーク実習な
ど、さまざまな実習
の形態について

法令上の相談援助実習施設の範囲、フィー
ルド・ソーシャルワーク、レジデンシャル・
ソーシャルワークの特徴と分類、その代表
的実習先を理解する。

キーワード：施設の範囲、フィールド・ソー
シャルワーク、レジデンシャル・ソーシャル
ワーク

法令上の相談援助実習施設の範
囲を法律ごとにまとめてみましょ
う。また、フィールド・ソーシャ
ルワークとレジデンシャル・ソー
シャルワークの特徴について、そ
して代表的な実習先について理解
しましょう。

5 契約関係の中にあ
る実習
実習契約関係の理
解
実習機関・施設に
おけるリスクマネジ
メントについて

実習における契約の意義について、また、
契約内容について理解する。併せて、プラ
イバシー情報を含む実習機関におけるリス
クマネジメントの必要性について理解する。

キーワード：実習契約、リスクマネジメント、
守秘義務、個人情報保護

実習における契約書締結の意義に
ついて、「実習委託と指導関係の
構造」から整理してみましょう。
また、実習にかかわるリスクとな
どのようなことが考えられるのか
まとめてみましょう。

6 実 習 ス ー パ ー ビ
ジョンの理解
・実習スーパービ
ジョン関係
・実習スーパービ
ジョンの実際

スーパービジョン、実習スーパービジョンの
意義および定義、機能、効果について、ま
た、スーパービジョンの構造とスーパーバ
イザーの権能について理解する。

キーワード：スーパービジョン、実習スー
パービジョン、スーパービジョン機能（管
理・教育・支持）、スーパーバイザーの権能

スーパービジョンおよび実習スー
パービジョンの意義および定義、
機能、効果について理解しましょ
う。また、スーパービジョンの構
造とスーパーバイザーの権能に
ついて、実習教育における二重の
スーパービジョンシステムについ
て理解しましょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
7 実習準備・事前学

習課題
実 習 機 関・ 施 設、
地域の理解
事前学習として実
習先を理解する意
義
ソーシャルワーク実
習機関・施設、そ
れらが所在する地
域について

事前学習の重要性を理解する。また、各分
野（高齢者、障害者、児童、社会福祉協議
会、医療分野等）の実習機関・施設を理解
する。

キーワード：事前学習、実習施設、地域踏
査

事前学習の重要性を理解しましょ
う。また、実習機関・施設につい
て、教科書を参考に分野ごとに確
認しましょう。また、インターネッ
トを利用する、実際に赴くなどを
して、地域理解の方法も確認しま
しょう。

8 実 習 機 関・ 施 設、
地域の利用者理解
と援助方法
実習機関・施設に
おける利用者
実習機関・施設の
ある地域における
利用者
援助方法について

実習機関・施設における利用者理解の方法
について、また、実習機関・施設のある地
域における利用者理解の方法について理解
する。また、施設および地域における援助
の方法について理解する。

キーワード：利用者理解、地域福祉の推進、
個別支援、他の職種との連携、在宅福祉サー
ビス、小地域ネットワーク活動、組織化支
援、社会資源開発、地域ケアシステム

実習機関・ 施設、地域の利用者理
解と援助方法についてキーワード
を中心にまとめましょう。

■レポート課題 �

課題 1 ソーシャルワーク実習の目的と構造について整理し、実習で学びたいこと、動機を具体的に述
べてください。また、実習における課題を講義、演習との連動を踏まえながらまとめてください。

課題 2
『ソーシャルワーク実習　課題ノート』を作成・提出してください。
※�「実習指導Ⅰ-1」「実習指導Ⅰ-4」スクーリングまでに各所定の範囲に取り組み、受講当日に提

出してください。
※『課題ノート』は実習申込者へ個別に配付します。

課題 3

実習先に対応した「実習計画案」「実習計画書」を作成してください。
※指定の様式を使用すること。
※�「実習指導Ⅰ-2」スクーリング受講時に実習計画案のコピー 1 部（A4サイズ、両面コピー不

可）を大学へ提出すること。
※原本は自身で保管しておくこと。
※�「実習指導Ⅰ-2」スクーリング受講時に教員の添削を受けた後、実習先へ事前訪問を実施（実

習先のプログラムとすり合わせ）し、完成した実習計画書を実習開始 1ヵ月前までに大学・
実習先へ提出すること。

課題 4

（実習終了後）
実習Ⅰで学んだ内容を分析・考察してください。
※�内容は・実習施設の概要・実習内容・実習課題の達成状況・全体のまとめ（今後の課題も

含む）を記載してください。その他の項目を追加しても構いません。単なる感想文とならな
いよう注意してください。

※通常のレポート提出台紙で提出してください（字数3,000字程度）。
※提出されたレポートは添削指導を行い返却します。
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■各課題提出期限・提出方法 �
課題 １ ：実習Ⅰ受講年度の7／1～7／31（必着）
　　　　※通常のレポート提出台紙を使用してください。
課題 ２ ：「実習指導Ⅰ-1」「実習指導Ⅰ-4」スクーリング当日
　　　　※�『課題ノート』でご案内の所定の範囲に取り組み、各スクーリング受講日に提出してくだ

さい。
　　　　※�スクーリング会場にて回収しますので、必ず持参してください。忘れた場合や記載内容

が不十分な場合は、スクーリングが不合格となり、当年度の実習受講はできません。
課題 ３ ：実習計画案
　　　　　「実習指導Ⅰ-1」スクーリング受講後に作成、「実習指導Ⅰ-2」スクーリングで提出
　　　　実習計画書
　　　　　�「実習指導Ⅰ-2」スクーリングで教員の添削後、実習先への事前訪問を終えたら大学、実

習先へ提出
課題 ４ ：実習終了後～指定期日までに作成・提出
　　　　※提出締切は『試験・スクーリング情報ブック』を参照ください。
　　　　※通常のレポート提出台紙を使用して提出してください。




